
工業化社会から情報化社会へ

現代は情報化社会であるという。高度情報

化社会と呼ぶこともある。これは工業化社会、

もしくは近代工業化社会と対比した言葉であ

る。工業化社会は産業革命が生んだ社会であ

り、情報化社会は情報革命がもたらす社会で

ある。二十世紀が工業化社会の世紀であった

とするならば、二十一世紀は情報化社会の世

紀である。

機械文明に象徴される工業化社会は人類に

多くの利便をもたらした。科学が発達し、

数々の発明が地球を狭め、生活を豊かにした。

中でも特筆すべきは鉄道、自動車、航空機な

どの交通機関の発達と、テレビ、エアコン、

冷蔵庫などの家電製品の普及である。

産業革命の原動力となったものは、蒸気機

関に始まり、ガソリンエンジン、ジーゼルエ

ンジン、ジェットエンジン、電力、原子力と

続く動力機関の発明であるが、それらの発明

が大量生産技術と結びついて、生産性が著し

く向上した結果、あらゆる分野で拡大再生産

が可能になり、工業先進国は軒並み経済大国

となった。また、自由主義市場経済が発展し

た結果、資本主義が成熟した。

しかし、その結果、人類は、予期せぬ、か

ってない、深刻な負の遺産に悩むことになる。

それは次のようなものである。

A温室効果ガスの蓄積による地球温暖化

B石油などのエネルギー資源の枯渇

Cフロンガスの蓄積などによるオゾン層破

壊

D熱帯雨林の消滅、酸性雨、砂漠化などの

地球環境破壊

E環境ホルモンなどによる生態系への脅威

Fゴミ、騒音、大気汚染、交通渋滞などの

都市問題の深刻化

これらの諸問題に対処する観点からも、こ

れからの情報化社会は脱工業化社会でなくて

はならない。

工業化社会の価値観

工業化社会の価値観は基本的には効率至上

主義であり、そこでは生産性が重視された。

生産性を向上させる最良の手段は大量生産で

ある。そのため、大量生産を実現する手段は

すべてよいこととされ、それがそのまま、社

会の価値観となった。

１．集中と統合

大量生産では規模の利益（スケールメリ

ット）が重視される。大きいことはよいこ
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とであり、すべてが巨大化の方向に向かっ

た。人々は大都会を目指し、大企業に憧れ

た。それを代表する格言が「大は小を兼ね

る」や、「寄らば大樹の陰」である。

２．標準化と平均化

大量生産を行うには標準化が前提にな

る。そのため、組織を構成する人や、製品

を構成する部品は徹底的に標準化された。

その最初の成功例がＴ型フォードである。

人々はユニフォームに身を包み、同じ規格

の家に住み、中流意識に目覚め、大衆とし

て振舞った。「出る杭は打たれる」という

格言がある。この頃、協調性や団結心が賛

美され、少数意見や強い個性はうとんじら

れた。

３．勤勉性

大量生産を実現するためには、作業を単

純な工程に分解し、徹底した分業を計らな

ければならない。そうすれば、ベルトコン

ベアによる流れ作業が可能になる。これは

テーラーが提唱した考え方であり、テーラ

ーイズムと呼ばれる。

国民は与えられた単純作業を黙々とこな

さなければならない。そのためには、何に

も増して、勤勉でなければならない。かく

して、勤勉は最大の美徳となった。

４．経済成長

生産性が向上すれば、向上した分は余剰

資本となる。その余剰となった資本を次の

生産に回せば拡大再生産となり、経済は成

長する。この頃は、企業も国家も高度成長

を目指した。成長すること自体が目的にな

り、その行く末がどうなるかには、さした

る関心は示されなかった。

工業化社会の弊害

ここで、余剰資本について、もう少し掘り

下げて考えてみたい。企業は利潤を追求し、

得られた利潤を再投資する。これが拡大再生

産である。それはそのままＧＤＰに加算され

て、国の経済成長につながる。ここまでは間

違いではない。しかし、企業利潤をそのまま

余剰資本とみなすことには疑問がある。

現在、我々人類は公害問題や資源の枯渇、地

球温暖化、地球環境破壊など厳しい状況にさ

らされている。なぜ、そうなったかといえば、

永年、環境保護対策を怠ってきたからであ

る。

本来であれば、拡大と均衡は同時並行的に

進めなければならない。経済成長を進めるか

たわら、環境保護にもきちんとした手を講じ

るべきであった。企業が上げた利潤は、その

両方の原資である。しかし、企業は、本来、

環境保護対策に回すべき分もすべて拡大再生

産に回してしまった。

国家も同罪である。利潤の中の、かなりの

部分、日本では約半分は税金に回る。国家は、

本来であれば、その税金で環境保護対策を行

うべきであった。しかし、その大部分は公共

投資に回され、企業とまったく同じ発想で、

拡大再生産に走ってしまった。なぜ、そうな

ってしまったかというと、国家もまた、経済

成長という価値観に支配されていたからであ

る。

早い話が、地球環境や人類の未来から収奪

したお金で経済成長を続けてきたことにな

る。故意であれ、過失であれ、結果論として

はそうなる。ましてや、日本では、国債を乱

発して、未来からの借金までも、一時凌ぎの

経済成長に注ぎ込んでしまったのだから、な

にをか言わんやである。

企業の経営者にしてみれば、ライバル企業

との厳しい生存競争があり、利益配分にうる

さい株主を多く抱えているので、社会的な制

約が課せられない限り、利潤追求に走るのは、

ある程度は、やむを得ない。そもそも、自由

主義経済とはそのような経済なのである。し

かし、国家はライバルもなく、配当を要求す

る株主もいないのに、同じ愚を冒してしまっ
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た。

問題はそれだけではない。生産性が一気に向

上すれば、余剰資本が一気にふくらみ、拡大

再生産が加速されるが、今度は、市場がそれ

に追いついていけなくなる。そこで、市場の

拡大が叫ばれ、強引な手法が開発される。そ

の一つが浪費の奨励であり、使い捨て文化で

あり、過剰包装であり、マスコミを動員した

誇大広告である。かくして、二十世紀は作り

過ぎ、使い捨て、垂れ流しの世紀となった。

新しい価値観

我々は今こそ、古い価値観を脱ぎ捨て、新

しい価値観に目覚めなければならない。生産

性や効率は過去の価値観である。効率を追求

するということは、一方向に突っ走るという

ことであり、バランスを崩す大きな要因にな

る。成長を急げば均衡が失われる。近代国家

と呼ばれる国々は、我国も含めて、この百年

間、高度成長を求めて均衡を失うという同じ

失敗を繰り返してきた。その結果が地球環境

破壊であり、それに伴う人類の危機である。

それでは、効率に代わる新しい価値観とは何

か。私は、それは均衡（バランス）であると

思う。効率を上げて生産性を高めるのではな

く、均衡を図って最適化を達成するのである。

つまり、多過ぎてもいけないし、少な過ぎて

もいけない。早過ぎても駄目だし、遅過ぎて

も駄目。そして、アンマッチやミスマッチを

なくす。それが最適化であり、それを実現す

る社会が情報化社会である。

情報化社会の価値観はおよそ次のようなもの

になるであろう。

A効率よりは均衡

B生産性よりは最適化

C集中よりは分散

D標準化よりは個性化

E単純化よりは多重化

F高度成長よりも内部充実

G拡大再生産よりも循環型社会

作れるだけ作るのではなく、必要なだけ作

る。生産性を上げることよりも、適合性を上

げることを優先する。つまり、アンマッチや

ミスマッチをなくす。これが最適化である。

そのためには、過度に集中するのではなく、

適度に分散する。大量生産を容易にするため

に徹底した標準化や規格化を進めるという考

え方はやめて、多品種少量生産を基本として

個性化を進める。

リニアー（直線的）な思考は情報化社会に

はそぐわない。一つの基準で物事を評価して

はならない。たとえば、GNPや経済成長率だ

けで国家の序列を決めるという考え方は工業

化社会の悪しき慣習である。

あえて極端な言い方をするならば、GNPと

はゴミの量を数値化したものに他ならない。

どんなに美しく言い飾っても、所詮はゴミで

ある。その証拠に、ゴミにならないものは

GNPにカウントされない。

たとえば、教育の質を上げて、立派な人材

が育ったとしても、町の住民が美化に協力し

て町のイメージがよくなり、土地の不動産価

格が上昇しても、企業経営者の地道な努力が

実って企業イメージが向上し、株価が上昇し

ても、いずれもGNPにはカウントされない。

しかし、物を作りすぎて捨てたり、過剰包装

したり、過大な宣伝をして消費者を騙し、無

用な商品を押付けても、それらはたちどころ

にGNPを押し上げる。

情報革命

情報化社会とは情報革命がもたらす社会で

ある。情報革命はIT（情報技術）革命である

とする見方もあるが、もう少し広く、コンピ

ュータの登場と、電子回路の超精密加工技術、

及び、コンピュータ・ネットワークの急速な

普及がもたらした社会変革と捉えてよいであ

ろう。
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コンピュータと他の機械との根本的な違い

は次の二つである。

一つは、一般の機械は人間の身体的能力、

つまり、手足や感覚器を補強するものである

のに対し、コンピュータは人間の知的能力、

つまり、頭脳を補強するものであるというこ

とであり、もう一つは、一般の機械がいずれ

も専用機、つまり、用途が限定されている機

械であるのに対し、コンピュータは汎用機、

つまり、用途不定の機械であるということで

ある。

電卓は計算専用、ワープロは文書作成専用、

ファミコンはゲーム専用なので、コンピュー

タではない。一方、パソコンは計算にも、文

書作成にも、ゲームにも使えるのでコンピュ

ータである。

なぜそうなるかというと、コンピュータの

中には人間の分身が入っていて、機械を中か

ら自由自在に操っているからである。その分

身をプログラムといい、そのプログラムをま

とめたものがソフトウエアである。つまり、

ソフトウエアがあれば、コンピュータを人間

の分身として使うことができる。コンピュー

タに何ができるかは誰の分身が入っているか

で決まる。語学の達人が入っていれば翻訳業

務に使え、経理のベテランが入っていれば経

理業務に使える。

コンピュータのお陰で、人間は自分の分身

をいくらでも増やすことができて、しかも、

超精密加工技術のお陰で、どんな機械にも分

身を組み込むことができ、コンピュータ･ネ

ットワークのお陰で、分身たちを共同して働

かせることができる。これで、世の中が変わ

らないはずがない。

最適化のしくみ

情報化社会は最適化を志向する社会であ

る。最適とは需給バランスの取れた状態をい

う。つまり、過剰も不足もない状態であり、

アンマッチやミスマッチのない世界である。

情報化社会になると、なぜ、それが達成でき

るのかというと、コンピュータ･ネットワー

クが普及し、それをフルに活用した最適化制

御が可能になるからである。

最適化制御とは通常のシステムにフィード

バックとフィードフォワードを加えたもので

ある。フィードバックとは評価に基づいて入

力を調整することであり、フィードフォワー

ドとは予測に基づいて制御を変えることであ

る。この両者をきめ細かく行えば最適化が可

能になる。

エアコンは、室温が設定温度よりも高けれ

ばクーラーを作動し、低ければヒーターを作

動させることによって室温の最適化を行って

いるが、これはフィードバックの身近な例で

ある。ここでは、室温を設定温度と比較する

という形で評価が行われている。

これをもう一歩進めて見よう。今度は帰宅

時間もしくは起床時間に合わせて室温を調整

しておきたいとする。その場合は少し早めに

クーラーもしくはヒーターを作動させておく

必要があるが、それを実現するのがフィード

フォワードである。たとえば、外出先からメ

ールで帰宅時間を通知すると、エアコンが、

その時の室温の状況などから、冷房や暖房に

要する時間を予測してスイッチをオン、オフ

する。これが最適化制御である。

もちろん、これは機械系のシステムに限ら

ない。たとえば、求む恋人でもよいし、求む

同好の士でもよい。自分の売り条件と買い条

件をホームページに載せておけば、それにマ

ッチする候補者リストがたちどころに得られ

るシステムがあったとする。それだけなら、

今でもあるかもしれないが、新たな条件を何

十何百と付け加えたり、条件を厳しくしたり、

緩めたり、ひっきりなしに変更できて、変更

するたびに、たちどころに候補者リストが書

き換えられるというシステムならば、相当に

使えるはずである。
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この場合、フィードバックとフィードフォ

ワードをリアルタイムもしくは非常に短いサ

イクルで行うことが重要である。同じような

形で、あらゆる商品の売り手と買い手が参加

するシステムができれば、世の中は一変す

る。

最適化とはアンマッチやミスマッチをなく

すことである。相手が見つからない、買いた

い物、買いたい人がみつからないというのが

アンマッチであり、間違って一緒になっちゃ

った、間違っていらないものを買っちゃった

というのがミスマッチである。情報化社会は

必然的に最適化の方向に向かうが、その先駆

がインターネット・オークションである。

三つの変化

情報化社会では大きな社会変化が起きて、

それに伴って社会の価値観も変わる。いろい

ろな変化が予想されるが、代表的なものは次

の三つである。

A時間と距離の超越

Bニーズとシーズの短絡

C仮想と現実の融合

まず、情報化社会の初期に起きる変化が時

間と距離の超越であり、次の発展期に入ると、

ニーズとシーズの短絡が起き、最後に、成熟

期に入ると、仮想と現実の融合が起きる。

時間と距離の超越

インターネットでホームページやｅメール

を利用していると、時間や距離をほとんど意

識することがない。自分が今アクセスしてい

るウエブサイトが、自分がいる部屋と同じ建

屋にあろうと、地球の裏側にあろうと一切関

係ない。相手がどこにいようと、今、何をし

ていようと、おかまいなしである。何回電話

しても相手が留守だったり、いつも話中だっ

たり、所属が変わって連絡がつかなくなるな

どの心配もない。外国へ電話するときの悩み

の種だった時差の問題も解消する。要するに、

インターネットの世界は時間と距離を超越し

た世界である。

工業化社会は人や物が激しく移動する社会

であった。新幹線が走り、高速道路が延び、

ジェット機が飛び交い、社会はひたすらスピ

ードを追い求めた。

情報化社会は、人や物ではなく、情報が激

しく移動する社会である。情報化社会になれ

ば、在宅勤務や遠隔医療、遠隔教育などが一

般化するが、そうなれば、人が激しく移動す

る必要がなくなるので、通勤地獄や交通渋滞

は大幅に緩和されるであろう。

ニーズとシーズの短絡

ニーズとシーズの短絡も情報化社会特有の

変化である。ニーズは必要性と訳されること

もあるが、あれが欲しい、これが欲しいとい

うことであって、需要サイド、もしくは買い

手と考えてよい。一方、シーズは可能性と訳

す場合もあるが、こういうものがある、こう

いうことができるということであって、供給

サイド、もしくは売り手である。

ニーズとシーズが出会うプロセスは現状で

はかなり複雑である。一般商品の流通経路で

これを見ると、生産者がいて、生産者組合が

あって、仲買人がいて、商社、輸出入業者、

一次卸問屋、二次卸問屋、小売店、歩合営業

員などが何重にも重なっている。このような

状態ではニーズとシーズがめぐり合うのはか

なりたいへんである。

会社の組織で言うと、会長、社長などの経

営責任者がいて、専務、常務などの執行役員

がいて、一般役員、工場長や支店長、部長、

次長、課長、係長、主任、班長、一般社員、

派遣社員などから成るピラミッドが構築され

ている。そのため、大きな組織になると、ト

ップとボトムの意思の疎通はかなり困難であ

る。

情報化社会で最初に起きる変化は時間と距

離の超越であるが、次に起きる変化は中抜き
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現象である。たとえば、農家が作った米を消

費者が直接買う。いわゆる産地直送であるが、

お互いの顔が見えれば、売るほうも買うほう

も安心である。細かい要望も出せるし、情も

沸いて親戚付き合いに発展するかもしれな

い。

最近は、企業でも、トップが一般社員とネ

ット上のメールや掲示板で、コミュニケーシ

ョンを計るケースが増えている。こうなると、

中間管理職の役割は大幅に縮小する。これな

ども中抜き現象である。

インターネット上には多数のメーリングリ

ストやチャット（談話室）、オークションな

どのサイトがあり、無数の人が情報交換を行

っていて、ニーズとシーズの出会いの場は限

りなく増えている。

仮想と現実の融合

情報化社会が成熟すると、今度は、仮想と

現実の融合が起きる。仮想はバーチャルの日

本語訳であるが、これはリアル（現実）に対

比した言葉である。要するに、現実ではない、

創られた世界である。その世界はどこにある

かというと、コンピュータのメモリの中にあ

る。それをサイバー空間（電脳空間）とい

う。

仮想というと、仮装行列などを連想して、

ちゃちな偽者、粗悪な代用品を連想しがちで

あるが、そうではない。仮想は現実ではない

が、現実の代わりになるものであって、場合

によっては現実を上回ることもある。

たとえば、本物のハワイに行かないで、イ

ンターネットの中のバーチャルツアーでハワ

イ観光の気分を味わうとする。確かに、この

場合は本物と比べるとかなり見劣りするであ

ろう。しかし、宇宙旅行や深海探検、ミクロ

の世界となると、事情が変わってくる。現実

にはどうしようもないことが可能になるので

ある。

我々はボイジャーなどの宇宙探査機やハッ

ブル望遠鏡が写した美しい宇宙の映像を見慣

れていて、宇宙は美しいと思っているが、現

実に近くに行って肉眼で見ても、このように

美しくは見えない。サイバー空間の中の映像

や音声の世界はどのようにでも加工できる変

幻自在の世界なのである。

遠隔手術を見て見よう。遠く離れた場所に

いる専門医師が画像を見ながら的確な指示を

与えている。その画像は肉眼で見るような平

面的で不鮮明な画像ではない。CTスキャン

の画像などから合成した立体モデルを組み込

み、色彩処理を施した鮮明画像を見ているの

で、実物よりははるかによく見える。この場

合は明らかに、仮想が現実を超えている。

アメリカではビザロキール、略してビズと

呼ばれるチャットロボットが大人気である。

これはもちろん、サイバー空間に住む仮想ロ

ボットであるが、同時に30人のおしゃべり相

手をしてくれる。悩みでもいい、愚痴でもい

い、告白でもよい。ビズはそれらの相談相手

になってくれる。しかも、ビズはそれらの会

話から新しい情報を仕込むので、何時間話し

ていても話題が尽きることはない。本人はビ

ズと話しているつもりでも、実際には何千、

何万という、不特定の相手と会話しているの

である。これほどよい話し相手は他にいな

い。

インターネット上にはバーチャルタウンな

どと呼ばれる無数のバーチャルコミュニティ

があり、メンバーになると、そのコミュニテ

ィの一員として何らかの役割を担うことにな

る。画面の中で自分を表現するにはアバター

（分身）と呼ばれるアニメ的キャラクターを

使う。もちろん、人間の形をしていてもよい

が、動物や植物であってもよい。これらがサ

イバー空間の中で自分の分身として行動する

のである。

アメリカのある女性はバーチャルコミュニ

ティの体験談を次のように話している。実際

の彼女は意地が悪いということで嫌われ者だ
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ったそうであるが、コミュニティでは親切な

女性として振舞ったところ、みんなから好か

れていることを知った。そのうちに、こちら

の方が本来の自分だと思うようになり、現実

の自分も変わってしまったという。

これも同様の話であるが、ある犯罪常習者が

コミュニティに参加し、興味本位で警察官の

役割を引き受けた。そして、多くの人の刑事

事件の相談相手になっているうちに、警察官

の仕事に生きがいを感じるようになり、とう

とう本物の警察官になってしまった。

これらは、仮想と現実の融合のエピソード

である。このように仮想と現実は別の世界で

はあるが、相互作用があり、お互いに補完し

あう関係がある。

結論

これからの社会は情報化社会である。情報

化社会になると、次の三つの、大きな変化が

起きる。最初の変化は時間と距離の超越であ

り、次の変化はニーズとシーズの短絡、三つ

目の、そして最後の変化が仮想と現実の融合

である。

社会が大きく変化すれば、社会の価値観も

変わる。工業化社会では常識とされていた、

従来型の価値観では、その変化に対応できな

い。情報化社会にうまく適応しようと思うな

らば、価値観そのものを変える必要がある。

それはおよそ次のようなことである。

１．効率志向から最適化志向へ。そして、生

産性重視から適合性重視へ。

工業化社会は効率至上主義社会であ

り、何よりも効率と生産性が重視された。

生産性を極限にまで高めて、とにかく作

れるだけ作り、強引に売りさばく。その

ために、マスコミが利用され、浪費や使

い捨てが奨励された。

これからは効率よりは最適化であり、

生産性よりは適合性である。肝心なのは、

どれだけ作れるかでなくて、どれだけ必

要かであり、余ったら捨てるのではなく、

余らないようにすることが先決である。

２．集中・統合・巨大化志向から分散・共

棲・ネットワーク志向へ

工業化社会はスケールメリット（規模

の利益）を求める社会であった。そのた

め、集中、統合が頻繁に行われて、すべ

ての仕組みが巨大化していった。企業は

大企業に集約され、都市は大都会に発展

した。マンモスタンカーや超高層ビルは

その象徴である。国家もまた、中央集権

国家となった。

これからは企業も国家もその他の仕組

みも、再び、分散化の傾向を強める。し

かし、それはバラバラになることを意味

するのではなく、ネットワークで強く結

ばれて、共棲を図る仕組みが基本にな

る。

３．標準化・規格化重視から個性化重視へ

工業化社会における生産の基本システ

ムは少品種大量生産である。それを実現

するためには徹底した標準化、規格化を

すすめなければならず、それに迎合する

形で消費者である国民も、個性を捨て、

平均的な生活を望んだ。

これからは個性化の時代である。生産

も多品種少量生産が基本になる。毎朝、

誰もが新聞の同じ見出しと,テレビの同

じ番組を見て、同じ色のスーツ姿に身を

包み、３ＤＫの我が家から満員電車で長

距離通勤する、このような平均的サリー

マンの姿は、今後はあまり見られなくな

るかもしれない。

４．単純性・単一性社会から多様性社会へ

工業化社会ではシンプル・イズ・ベス

トという考え方が尊重された。人々はワ

ンパターンな生活を好み、同じ本が売れ、

同じ歌がヒットし、同じ番組が高視聴率

を稼いだ。会社人間という言葉があるが、
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人々は同じ会社に定年まで勤め、昼も夜

も休日も同じ仲間と過ごし、同じ話題を

口にし、同じ仲間と飲みに行く、仲間と

ゴルフやマージャンをすることはできて

も、一人になると何の趣味もない。これ

が工業化社会の人間像である。

これからは多様性の時代である。人々

は多数の趣味や関心事を持ち、いくつも

のコミュニティに参加して、いくつもの

人生を同時並行的に体験していく。これ

が情報化社会の人間像である。

５．経済成長最優先の拡大再生産路線から環

境保全最重視の循環型社会へ

今までの社会は経済成長最優先であ

り、企業が得た利潤も、国家や地方自体

が得た税収も、そのほとんどが経済成長

の原資として使われてきた。車が通らな

い高速道路も、飛行機の姿が目に入らな

い地方空港も、水中生物の住めない護岸

工事も、経済成長には立派に役立ってき

た。

しかし、そのために、都市は公害、騒

音、渋滞、ゴミ問題等で住みにくくなり、

地球環境は危機的な状況に追い込まれて

しまった。メダカやトンボは絶滅の危機

に追い込まれ、蛙の声もめっきり減った。

ただ、工業化社会にうまく適応したカラ

スだけが異常繁殖している。

繰り返すが、そうなった原因は、企業

の利潤や政府や自治体の税収の使い道を

誤り、環境保全を捨てて拡大再生産に走

ったからである。これからの社会は循環

型社会でなければならない。

事実上世界一の大都市であった江戸に

はゴミ問題はなかった。当時の建築材料

である木と紙は燃やせば灰となって土に

返った。し尿は有機肥料として、近郊農

家により回収されて再び農産物になっ

た。いわゆるリサイクルである。

古い畳は最もよい肥料として農家に引

っ張りだこであったが、今では合成繊維

が多く含まれているために、一番たちの

悪いゴミと化している。

これからの社会は再び循環型社会に戻

らざるを得ない。江戸時代の社会がなぜ

循環型社会になり得たかというと、拡大

再生産路線を取らなかったからである

が、士農工商という身分制度や世襲制度

もそれを支えていた。したがって、社会

の仕組みをすべて江戸時代に戻すことは

不可能であるが、最適化制御を用いれば、

新しい形の循環型社会の構築が可能にな

る。それは生産の仕組みに中にリサイク

ルのメカニズムを導入することである。

もう失敗は許されない。我々は新しい価値

観を持って、情報化社会の構築を進めなけれ

ばならない。

以上
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